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2010 年 7月 26日から 30 日の 5日間、宇都宮
市教育委員会東生涯学習センタ （ー以下、生涯学
習センター）にて、「ゲームや遊びの中で、『相互理
解・協力』に関心を持ち、日本に暮らす外国人た
ちと接し、世界に目を向けるきっかけとする」こと
を目的に「子ども国際理解サマ スークール」が実施
されました。対象は県内の小学校 4 年生から 6 年
生。主に宇都宮市内の 42 名の児童の参加があり
ました。
本講座は、生涯学習センターが例年夏に実施し
てきた講座です。昨年度までは、NPO や海外出
身者が全 5回の各回をそれぞれ担当してきました。
昨年度終了した宇都宮大学特定重点推進研究（研
究代表　田巻松雄）も5日間のうち1日を受託し、
大田原市にあるソシエダ・ドゥカシオ・ブラジリアン・
スクール（以下、S.E.B.S）との交流を企画、宇都
宮大学の学生が主体となって運営しました。今年
度は、新たに宇都宮市の相互友好協力事業の一環
としての位置づけが加わったと同時に、宇都宮大
学平成 22 年度特別経費プロジェクト「グローバル
化社会に対応する人材養成と地域貢献」（研究代
表同上）との協働として、今年度も田巻と坂本が
中心となって企画・実施しました。
5日間の連続プログラムとして企画されるのは初
めてです。連続講座にするにあたり、特に以下の
点に重点を置きました。第一に、グローバル化社
会における国際理解には、さまざまな背景を持つ
子どもたちが、共に生活し、学習し、そのための
新しい関係をどのようにつくるのか、が大切である。
このような観点から、①自分自身を知る、②相手
を認める、③互いがかかわる、④自分自身に誇り
を持つ、の 4つの視点から子どもが主体的に学習
する場を提供すること。第二に、地域の実態を踏
まえ、子どもたちが「自分と向き合う」、「他者と向
き合う」、「違いと向き合う」、「地域と向き合う」た
めに、体験的に学習する場を提供し、主体的に国
際理解を進める力を養うことです。（参考『「共に
生きる子ども」を育てる国際理解教育』教育出版
2006 年 10月発行）
第 1回「It’s a small world　～世界と私がこん
にちは～」では、まず、１）世界の挨拶：日本が中
心に置かれていない世界地図を使いながら、各国
の「こんにちは」の文字や位置、発音をクイズ形式
で紹介しました。次に、２）自他紹介ゲーム：子ど
もどうしがインタビューし、インタビューした子が他
の子の好きなものや嫌いなものを紹介しました。事
前に名札が班で色分けされており、同じ色の人にイ
ンタビューすることで班が判明する流れを作りまし
た。３）グループワーク：私たちは社会の中でいろ
いろな役割を持っていること（例：家族の中の子ど
も、学校の中の 5 年 2 組、世界の中の日本人）を
確認したのち、「日本・日本人」、「外国・外国人」
のイメージをそれぞれ具体的に書き出してみる作業
を行いました。各模造紙には、あらかじめ「どん
な服？」「どんな食べ物？」「どんな顔？」などの質
問が書かれた吹き出しが書かれてあり、子どもたち
はその質問に文字や絵で答える作業を行いました。
これは第 5回で再び使用する教材となります。
第2回「ゲームでアミー ゴ！」と第3回「知ってアミー
ゴ！」では、昨年も交流を行った S.E.B.S の 2 から
8年生の子どもたち、約27名との交流を行いました。
まず第 2 回では、１）自己紹介ゲーム：音楽が鳴っ
ている間ボールを回し、音楽が止まった時にボール
を持っていた人が、事前に練習した日本語やポル
トガル語で自己紹介しました。ゲームの説明はポル
トガル語だけで行われ、分からない言語の中で過
ごすという疑似体験の場にしました。次に、２）ク
イズ大会：S.E.B.S の児童と講座参加児童が一緒
になった班に分かれ、日本語とポルトガル語で書か
れた選択肢の紙を手掛かりに、班でクイズの答えを
1つ出してもらいました。問題は、「世界の人口で
お米の次に多い主食は何ですか」、「栃木県に住む
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外国人でどこの国の人が多いですか」「ブラジルで
は 4 年生を2 回やることがありますか」などの問題
が出されました。
第 3回では、１）サンバ体験・マラカス作り：ペッ
トボトルでマラカスを作り、サンバのリズムを体験
しました。休み時間にブラジルのお菓子やジュ スー
を楽しんだ後、２）体験談：小学校 3 年生で来日し、
現在宇都宮大学国際学部学生の日系ブラジル人の
上田ナオミさんから、日系ブラジル人である自分の
ルーツ、ブラジルと日本の学校の違い、小学校の
頃に日本語ができずなかなか友達ができなかった
こと、「外人」と言われ悲しい思いをしたこと、そ
れらをどのように乗り越えたのかを具体的に話して
もらいました。子どもたちからは、「今、日本人の
友達はいますか」など積極的に質問が出されまし
た。日本語とポルトガル語での話は、S.E.B.S の子
どもたちにとっても興味深い話になったようで、真
剣な表情で聞き入っていました。
2日間の交流を終え、言葉は通じないながらも友
達になり、名残惜しそうに S.E.B.S の児童を見送
る参加児童の様子が印象的でした。S.E.B.S の児
童からも、「今日で終わりなのか」「来年もやるのか」
といった質問がでていました。
第 4回「うつのみや世界旅行？！」では、韓国、フィ
リピン、ガボンからの留学生が、自国の文化や遊
びを、ゲームや写真など工夫を凝らしたかたちで紹
介してくれました。加えて、留学生を含めスタッフ
全員が各国の民族衣装（ベトナム、インド、パキス
タン、日本（浴衣））を着て、その国について簡単
な紹介を行いました。最後に、２）「ワンワン」ゲーム：
輪になり、各国の犬の鳴き声を手拍子に合わせて
言っていくゲームを行いました。
最終日となる第 5回「同じと違うは同じ？」では、
１）グループワーク：初日に作成した「日本・日本
人」や「外国・外国人」イメージの紙を使い、何
が違っていたか、何が足りなかったかなどを再び班
ごとに話し合いイメージを書き換える作業を行いま
した。そしてどんな変更をしたのかを班ごとに発表。
特に「外国・外国人」イメージには多くの変化があ
りました。「好きな音楽」にはサンバが加えられたり、
「食べ物」には韓国のビビンパやガボンの青いバナ
ナが加えられたりしました。「どんな顔？」では、1
日目には目や口や耳が「大きい」と書かれていたの
ですが、「日本人と同じくらい」に書き直されました。
目の色も青や緑に加え、黒や茶色も入れられました。
その後、２）一人一人に 5日間参加して感じたこと
を感想文として書いてもらいました。
感想文の一部を紹介します。最も多かった
S.E.B.S の子どもたちとの交流に関しては、「とくに
印象強かったのがブラジリアンスクールの子たちと
の交流です。言葉は通じないけど顔などでその子
たちの気持ちが分かって少し気持ちがらくでした。
そしていっしょに問題を解いていくうちにだんだんと
仲良くなれました。そこからわたしは『言葉はちがく
ても気持はいっしょだ』ということが改めて良く分
かりました」。「日本人以外の子どもたちとゲームをし
てあそんだり、話したりして、『自分の言っている事、
伝わっているかな』など思いながらも、会話ができ
てとってもうれしかったです」。「ぼくは前までは外
国の人たち子供たちは、すこしこわいイメージがあっ
たんですけどブラジリアンスクールの人たちがきてく
れたおかげでこわくなくなりました。ブラジリアンス
クールの人はとてもやさしくて日本語とてもじょうず
でした」。また、上田さんのお話は「上田さんの話が
とても心に残りました」。「私はふつうに『外人』と
いっていましたが外国人の人にとっては、きずつく
言葉だということがわかりました」。「上田さんの話
を聞いて、ものすごくつらかったんだろうなと思いま
した（中略）もしもこれから外国人のひとたちが学
校に来たら自分から進んで声をかけたりしたいと思
いました」。最後に、外国・外国人イメージについては、
「1日目は外国人のイメージがぜんぜんわからずすご
くまよってしまいました」。「外国人のイメージは黒い
はだだったのですが、白い人もいました。言葉は日
本語と英語だけじゃないんだなと、初めてしりまし
た」。「1日目に書いた『外国人のイメージ』で書い
たのと同じところもあったりちがったりいろいろあっ
たので人それぞれだなと思いました」。
1日目のグループワークで子どもたちが外国・外
国人イメージに迷った際、「アメリカ人でいいよね」
という言葉を聞きました。現在、県内をみても、多
数の国の子どもたちが暮らしています。特に南米系
を中心に、今後日本に住み続ける可能性の高い、
外国人にルーツを持つ子どもたちは増え続けてい
ます。今回、日本・日本人イメージにはあまり変化
が見られなかったことは課題として残りましたが、
多様な文化背景をもつ同年代の子どもどうしが同じ
作業を通じて相互の理解を深める意味の大きさを
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改めて感じさせられました。また、子どもたちの感
想は体験をして「違い」に向き合った様子がうかが
えるものでした。「自分と向き合う」、「他者と向き
合う」、「違いと向き合う」、「地域と向き合う」ため
の場が、いろいろな場面でもっと増えていくことを
願っています。
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2010年7月27日（火）、宇都宮大学教育学部小会
議室において、同学部スクールサポ トーセンター主
催の教職員サマーセミナーの一講座として「学校に
おける外国人児童生徒教育の現状と課題」が開催
された。このセミナーは、栃木県における外国人児
童生徒教育の現状と課題について討議することを目
的とし、就学状況や進路問題、学校における受け入
れや日本語指導、地域との連携等、さまざまな角度
から現状について検討しようとしたものであった。
当日は参加者の自己紹介に続いて、以下のような
順で講義・日本語実技指導が行われた。
・滞日外国人問題の全体的背景と栃木県の外国人
児童生徒教育の現状について
　　田巻松雄（国際学部・教授）
　　若林秀樹（国際学部・特任准教授）
・栃木県における外国人児童生徒教育施策につ
いて
　　丸山剛史（教育学部・准教授）
教育学部　准教授 丸 山 剛 史
サマーセミナー・2010年度
「学校における外国人児童生徒教育」実施結果報告
教職員サマーセミナー
宇都宮大学国際学部４年　
上田・ミリアン・ナオミ
交流会が始まった時、私は子供達とどう接すれ
ば良いのか分かりませんでした。両国の子供達は
ばらばらでしたし、緊張した表情の子もいたから
です。しかし、活動し始めると子供達は活発に交
流し、私たち学生にも話かけるようになり、交流
会を楽しむことができました。
特に印象に残っているのは、一人の日本人の子
の質問です。その子は不安そうに「外国人の子で
も友達になってくれるの？」と私に聞いたのです。
「もちろん」と答えました。私は自分の体験を話
すなかで「親友は日本人の子だよ」と伝えました。
子供達がお別れを言う際、同じ子が「『ありがと
う』はポルトガル語で何て言うの？」と私に聞き、
ブラジル人の子にポルトガル語でお礼を言いまし
た。私は感動し、交流を行った意義を感じました。
両国の子供達が今回の交流をきっかけに、異
文化の壁を乗り越える一歩を踏み出せたと信じた
いです。そして、これからも多様な異文化交流や
体験を通して柔軟に成長し続けていってくれるこ
とを願っています。
